
2025 年 10 月 05 日 
午前 10 時 30 分 

 

聖霊降臨節第 18 主日／世界聖餐日、世界宣教の日／聖餐式 
           No. 40 

 

主日礼拝    

 

前奏  
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞 

｢あなたがたは神に愛されている子供ですから、神に

倣う者となりなさい。キリストがわたしたちを愛し

て、御自分を香りのよい供え物、つまり、いけにえと

してわたしたちのために神に献げてくださったよう

に、あなたがたも愛によって歩みなさい。｣ 

      (エフェソの信徒への手紙 5:1､2) 
 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 
 
 

信仰告白 使徒信条 

我は天地の造り主
ぬし

、全能の父なる神を信ず。我は 

その独
ひと

り子、我らの主
しゅ

、イエス・キリストを信ず。 

主は聖霊によりてやどり、処
おと

女
め

マリヤより生れ、 

ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に 

つけられ、死にて葬
ほうむ

られ、陰
よ

府
み

にくだり、三日目に 

死人のうちよりよみがへ
え

り、天に昇り、全能の父な

る神の右に坐
ざ

したまへ
え

り、かしこより来
きた

りて、生け

る者と死ねる者とを審
さば

きたまは
わ

ん。我は聖霊を信

ず、聖なる公同の教会、聖徒の交
まじ

は
わ

り、罪の赦
ゆる

し、身

体のよみがへ
え

り、永
とこ

遠
しえ

の生命を信ず。アーメン。 
 

賛美 9-1,3「わが身にたまいし」 
 

 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 39-5(2回)「ハレルヤ」 

 
 

聖書 マタイによる福音書 19:13～30 
新約(新共同訳)P37～P38 

 

13 そのとき、イエスに手を置いて祈っていただくために、

人々が子供たちを連れて来た。弟子たちはこの人々を叱っ

た。14 しかし、イエスは言われた。「子供たちを来させな

さい。わたしのところに来るのを妨げてはならない。天の

国はこのような者たちのものである。」15 そして、子供た

ちに手を置いてから、そこを立ち去られた。 

16 さて、一人の男がイエスに近寄って来て言った。「先

生、永遠の命を得るには、どんな善いことをすればよいの

でしょうか。」17 イエスは言われた。「なぜ、善いことに

ついて、わたしに尋ねるのか。善い方はおひとりである。

もし命を得たいのなら、掟を守りなさい。」18 男が「どの

掟ですか」と尋ねると、イエスは言われた。「『殺すな、

姦淫するな、盗むな、偽証するな、19 父母を敬え、また、

隣人を自分のように愛しなさい。』」20 そこで、この青年

は言った。「そういうことはみな守ってきました。まだ何

か欠けているでしょうか。」21 イエスは言われた。「もし

完全になりたいのなら、行って持ち物を売り払い、貧しい

人々に施しなさい。そうすれば、天に富を積むことにな

る。それから、わたしに従いなさい。」22 青年はこの言葉

を聞き、悲しみながら立ち去った。たくさんの財産を持っ

ていたからである。 



23 イエスは弟子たちに言われた。「はっきり言っておく。

金持ちが天の国に入るのは難しい。24 重ねて言うが、金持

ちが神の国に入るよりも、らくだが針の穴を通る方がまだ

易しい。」25 弟子たちはこれを聞いて非常に驚き、「それ

では、だれが救われるのだろうか」と言った。26 イエスは

彼らを見つめて、「それは人間にできることではないが、

神は何でもできる」と言われた。27 すると、ペトロがイエ

スに言った。「このとおり、わたしたちは何もかも捨てて

あなたに従って参りました。では、わたしたちは何をいた

だけるのでしょうか。」28 イエスは一同に言われた。「は

っきり言っておく。新しい世界になり、人の子が栄光の座

に座るとき、あなたがたも、わたしに従って来たのだか

ら、十二の座に座ってイスラエルの十二部族を治めること

になる。29 わたしの名のために、家、兄弟、姉妹、父、

母、子供、畑を捨てた者は皆、その百倍もの報いを受け、

永遠の命を受け継ぐ。30 しかし、先にいる多くの者が後に

なり、後にいる多くの者が先になる。」 

 

賛美 413「キリストの腕は」 
 

 

 
 

説教  「イエスのまなざしは」 

 

聖餐式 81「主の食卓を囲み」 

(配餐前 1,2 節、後 3 節) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

賛美 197「ああ主のひとみ」 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

祝祷 

アーメン 

 
 

後奏   
 

司 式：袁 紅 

説 教：向井 希夫牧師 

奏 楽：髙橋 孝子 

助 餐：大代 惠、玉理 照子 
 

※お立ちになるのが困難な方は、座ったままで礼拝をお守り下さい。 

 


